






The Study of Noh Appointing Hikarugenji and Ukifune as Protagonists: 









































































世阿弥時代の能楽』明治書院、1999 年、初出 1983年 7 月）との懐疑を示している。こう
した従来の見解に対し、本章は、『源氏物語』との比較を通じて〈須磨源氏〉の舞台とされ
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る「須磨」の意味を改めて問い直し、解明するものである。 
〈須磨源氏〉の「須磨」は、〈松風〉〈忠度〉〈敦盛〉などの須磨を舞台とする多くの能
に見える在原行平・光源氏の流謫の地というイメージよりも、『源氏物語』須磨巻に描かれ
た、精進潔斎に励む清らかな光源氏が出現する地としてのイメージを大きく取り込んだも
のである。また、〈須磨源氏〉の後シテ光源氏の像は、須磨においてこうした固有の美を放
つ物語の光源氏の姿が、中世の「童男」という枠組みによって捉え直されたものと考えら
れる。 
なお、この「童男」は、観世音菩薩の三十三変化身の一つであり、中世においては弥勒
菩薩と同体視される聖徳太子に象徴されるように、仏法と王法の頂点に立つという、強い
聖性を持つ存在である。第一章で考察したような、そもそも『源氏物語』の光源氏が抱え
ていた罪障意識という重く暗い問題を完全に削ぎ落とし、その一方で、須磨という地にお
いて刻まれた光源氏の清らかな美しさを掬い上げることにより、〈須磨源氏〉のシテ光源氏
は、人間としての苦悩を遥かに超越した、神仏的な存在として生まれ変わったのである。 
 
 
【第三章】光源氏の王者性――「海人」との関わりから―― 
 
第三章では、第二章を補うものとして、『源氏物語』における須磨の地が持つ性格が固
有に指し示す、光源氏の王者性について検討する。 
『源氏物語』の須磨においては、光源氏と「海人」がその甚だしい身分の違いを越え、
直接に邂逅していることが注目される。須磨において、「海人」から「貝」を貢進され、共
感関係を結ぶ光源氏からは、古代的な王者としての資質を透かし見ることができる。また、
光源氏帰京後も、「海人」は六条院において「鵜飼」に重ねられ、「鷹飼」とともに改めて
光源氏の王者性を証明するものとなっている。『源氏物語』須磨巻の須磨に端を発し、その
後も物語において継続される光源氏と「海人」の関わりは、光源氏の王者性を証し立てる
一側面としての意味を持つのである。 
 
 
【第四章】〈浮舟〉と『源氏物語』――初瀬信仰をめぐる浮舟の変貌―― 
 
第一章で考察したように、『源氏物語』の浮舟は、出家を果たしたにも拘らず、宗教的
救済から遥かに隔てられた者として描かれていた。その浮舟は、『源氏物語』最後の女君浮
舟をシテとする能〈浮舟〉においてシテに据えられ、初瀬観音との深い縁により救済へと
導かれることになる。 
第四章では、この〈浮舟〉を考察する。〈浮舟〉は、従来、『源氏物語』の本格的な理解
に基づく作品と見られていたが、『源氏物語』の浮舟と〈浮舟〉のシテ浮舟の間には、初瀬
観音信仰との向き合い方という重大な問題において、決定的な異なりが生じていることに
注意が必要である。 
『源氏物語』では浮舟と初瀬観音の不調和、さらには浮舟による初瀬参詣への拒絶が描
かれている。物語の最後に浮舟が辿り着いた信仰の対象は、「阿弥陀仏」であった。 
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一方、〈浮舟〉のシテ浮舟は、天照大神・日吉山王と同体視される中世的な初瀬観音を
渇仰し、その霊験によって救済される者として造型し直されている。前場の上ゲ歌やクセ
についても、従来指摘されているような『源氏物語』の浮舟物語の単純な美化・改変とい
うことではなく、神仏習合観に基づく初瀬信仰を軸に、浮舟物語を構築し直したものとし
て解釈されるのである。 
 
 
【第五章】浮舟と「初瀬」――解体される霊験譚、無化される霊験 
 
第五章では、『源氏物語』と〈浮舟〉の異なりを際立たせるため、改めて『源氏物語』
において、浮舟と初瀬観音がどのように切り結ぶのかを考察する。 
『源氏物語』で初瀬観音はその霊験による浮舟の婚姻譚を形成しつつあった。しかし、
その婚姻譚は、浮舟と周囲の確執によって解体されている。一方、こうした浮舟と周囲の
確執の問題は、入水からの救出後の浮舟をめぐる申し子譚・婚姻譚を再び解体する反面、
浮舟の出家譚については完成させるという、まことにアイロニカルな結果を導くことにな
る。ただし、出家後の浮舟は、初瀬観音の霊験に感じ入ることも、それを信仰の対象とす
ることもないまま、自らの内面に湧き上がる愛執に苦悶し、そこからの逃避を目指して「阿
弥陀仏」に縋ろうとする。浮舟を出家へと導いた初瀬観音の霊験は、物語において最終的
に無化されていると言えよう。 
『源氏物語』において、初瀬観音は浮舟の救い手ではなかった。さらに、浮舟の最後の
拠りどころとなった「阿弥陀仏」でさえも、果たして出家後の彼女の救い手となり得るの
か、という大きな疑問を投げ掛けたまま、物語は幕を下ろしてしまう。こうした出家後の
浮舟の救済の問題は、能〈木霊浮船〉へと引き継がれることになる。 
 
 
【第六章】〈木霊浮船〉試論――『源氏物語』の浮舟の女君の闇を担って―― 
 
第六章では、従来「拙作」や「衒学的」とのみ評されてきた能〈木霊浮船〉を、『源氏
物語』の浮舟像の享受という視座によって捉え直す。改めて〈木霊浮船〉を『源氏物語』
の浮舟物語と突き合わせると、〈木霊浮船〉に取り込まれた浮舟の理解は、『源氏物語』の
知識の披瀝という枠にはとどまらないものであることに気付かされる。 
まず、前シテ浮船の像は、『源氏物語』の浮舟の出生や恋、出家にまつわる深い闇の面
を抉り取りつつ造型されているものである。 
次に、後シテが浮船ではなく、浮船に憑いた物の怪になっていることへの不審について
も解決を試みた。〈木霊浮船〉では、シテ浮船も物の怪も、ともに出家者でありながら救済
されずに苦悶するという同一の性格を見せる。この後シテのあり方は、出家は果たして救
済に結びつくのか、という『源氏物語』の抱える重大な問題を提起するものとして注目さ
れる。 
〈木霊浮船〉は、『源氏物語』の浮舟の人生が抱える暗く悲劇的な側面を掬い上げ、浮
舟を中心とする出家者の妄執と救済を表現しようとした作品である。〈木霊浮船〉は、中世
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的な『源氏物語』享受の世界を含み持つ点において、『源氏物語』との多少の異なりを見せ
つつも、物語の浮舟が抱える本質的な問題を忠実に取り込んで成り立つ作品であると結論
づけられる。 
 
 
【終章】 
 
以上の論考を通じ、本論文では、『源氏物語』においてその宗教的救済が「絶望的」と
されていた光源氏・浮舟が、能でいかなる新しい救済の物語を紡ぐのか、さらにはその新
たな物語に、どのような中世の『源氏物語』享受と宗教的な論理が作用しているのかを浮
かび上がらせることができた。その一方で、能作者と『源氏物語』の享受の実態について
は扱えなかった部分も多く、今後に取り組むべき課題として残されている。 
今後は、こうした課題も視野に入れつつ、他の源氏能の作品において、『源氏物語』の
登場人物たちの「絶望的」な宗教的救済のあり方がどのように取り込まれているのか、ま
たいかに新しい救済の物語が構築されているのか、さらにはその新しい物語に躍動する中
世的なダイナミズムとは一体何かといった問題について、さらに考察を進める予定である。 
